
ニンテンドーDS，自動改札機，

ATM……京都で生まれて世界じゅうの

人びとを便利に，快適にしているもの

はたくさんあります。普段使っている

家電製品やパソコン，携帯電話のなか

にある小さな部品のなかにも，世界中

で大活躍しているメイド・イン・京都は

意外に多いのです。

ご存じのとおり，京都にはすばらし

い「ものづくりの伝統」があります。千

年以上にわたって培われてきた「つく

る」力は，現代社会でもその力を発揮

しています。「ものづくりの殿堂」は，

現在京都で活躍する企業にスポットを

あて，その企業の歴史を学ぶとともに，

最先端の技術や製品に関する知識を得

られる施設です。

運営準備にたずさわった二宮靖男先

生（京都市教育委員会）は，「学ぶとい

うことは自分たちよりも先に生きてい

た人が残していったことを知るという

こと。そしてそこから，ものを作って

きた人たちの生き方を学

ぶ。こんな技術ってすご

いよな。そして，京都っ

てすごいな，こんな会社

がいっぱいあるんだな。

京都で仕事したいな，と

いったことを感じてもら

えたらいいなと思ってい

ます。伝統産業を経て，

近現代の産業が生まれて

きた豊かな基盤から，今の京都を知っ

てほしいです」と言います。

「ものづくりの殿堂」で一人ひとりの

「好き」「興味」を探してみてください。

十年後に大人になる子どもたちの，未

来の職場がそこにあるかもしれません。

こ ど も と サ イ エ ン ス 

「ものづくりの殿堂」
2月12日オープン
京都の現代産業について知り，生きる力はぐくむ施設に

生き物の体内に入った細菌やウイルスな

どの物質（これを抗原という）に対して反

応し，結合する働きをもつタンパク質の一

種。おもに血液中や体液中に存在し，免
めん

疫
えき

力を発揮して，抗原から体を守る働きをし

ます。体内に入る異物（抗原）の種類に

よっては，抗体の働きがアレルギー反応と

して表れることもあります。

「抗体とは？」

なぜダチョウの抗体
なのでしょうか？

卵を産む動物の特徴として，母親の

血液中にある抗体が卵にも移るという

性質がありますが，ダチョウは感染症

に強く，ウイルスが体内にはいるとニ

ワトリなどと比べて早く，急激に抗体

を作り出すという特質をもっています。

実際，寿命も長く，60年ほど生きま

す。また卵に含まれる抗体の純度は高

く，質的にも優れています。もともと

獣医師である私がダチョウの免疫力に

着目したのは，牧場でのダチョウ飼育

事業に携わったのが発端でした。

ダチョウの卵を使った
抗体精製法の特徴は？

ダチョウにウイルスを注入したあと，

卵の黄身から抗体を採るのですが，た

いへん安く，しかも大量に精製できま

す。卵1個あたりの抗体採取量が多い

うえ，ダチョウは1日1個，年間で

100個ほどの卵を産みます。また，春

から初秋の半年間ほどで1年分の卵を

産むという点でも効率的です。従来の

方法より圧倒的に低コストなので，マ

スクやエアコンのフィルターなど使い

捨てするものにも使えます。

卵からどれくらいの抗体が
採れるのですか？

1個のダチョウの卵から4グラムほ

どの抗体が採れます。これはマスクだ

と8万枚分になります。これまでのマ

ウスやウサギなどの血液から採る方法

に比べ，ダチョウの場合，1年間の卵

から採れる抗体の量がウサギの約800

倍にもなり，殺す必要もありません。

生産できる抗体は
インフルエンザだけですか？

サルモネラやSARSウイルスなど

は，既にダチョウの卵から抗体を精製

しています。普段，わたしたちが感染

する恐れのある病原菌をダチョウに注

入すれば，それぞれ抗体を作って採る

ことができます。

開発目標はありますか？

新型インフルエンザの治療薬や予防

薬を実用化させたいです。世界のどこ

かで発生したら早ければ4日ほどで日

本に入ってくる可能性がありますし，

ワクチンを打ってから体内で抗体を作

らせるのでは間に合いません。抗体を

先にダチョウで作っておいて，それを

体内に取り込んでおけば即効性があり

ます。

明治の発明王・島津源蔵の発明品を紹介する島津製作所のブース

任天堂が京都の会社だと知る子どもたちは，意外に少ないようです□□□□□□□□□□□□□□

ダチョウのヒナたち獣医師としても活躍されている塚本教授

愛きょうのある顔に似合わず，実は気が荒い

サイエンス サイエンス おもしろ 

ダチョウ・パワーが人類を守る?!
画期的な方法で抗体の大量生産を実現

近年，世界で人間への感染が広がりはじめた鳥インフルエンザ。そ

の対策が急がれるなか，ダチョウの卵から抗体を取り出す研究に期待

が持たれています。

ダチョウの卵を使った抗体精製法を開発し，大学発ベンチャー企業

でマスクや空調フィルターの製品化を実現された京都府立大学・塚本

康浩教授にお尋ねしました。

「高機能防護系抗体マスク」着用例

関心のある動物や植物への興味を深め
ていけば，もしかしたら画期的な開発
ができるかもしれません。動物たちに
もぜひ興味を持ってもらいたいと思い
ます。
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